












要約:ウィルソン病マス・スクリーニングに関する倫理的諸問題-とくに説明と同意-につ

いて言及し、スクリーニングされた低Cp 血児に対する二次(再採血)、三次(再々採血))ス

クリーニングの手順、陽性児に対する確定診断までの取扱い、本症の早期診断基準あるい

は治療開始基準(目安)などについて検討した。とくに、現行の先天代謝異常等スクリーニ

ング用濾紙血を用いて本症をスクリーニングする場合、確定診断までの数年間の追跡検査

などのフォローアップシステムを確立し、保護者の精神的負担の軽減に努めるよう細心の

配慮が必要である。本研究(案)ついては今後さらに検討を重ね、よりよいシステムを構築

する必要があろう。


